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評価書案についての意見書の概要及びそれに対する事業者の見解 

 

表(1) 評価書案意見書の概要及びそれに対する事業者の見解 

 

評価書案についての意見書の概要 左の意見書に対する事業者の見解 

受付番号１ 

南吹田 10-2 附近の道路 

現在、朝 7 時 45 分～8 時 30 分まで通学路で多数

の子供が利用する（推定 100 人ぐらい）。 

今度のマンションの新設で子供達がこの通学路

を利用すると危険で心配です。なにか対策を考え

て下さい。 

 

ご意見いただきました交差点には、西側

に南北の横断歩道、道路西側に歩道が設置

されており、事業者が実施した現況調査に

おいて、約 121 名の通学児童が確認されま

した。 

吹田市では、吹田市通学路交通安全プロ

グラムとして各校の通学路の安全点検を実

施しており、吹田南小学校においても平成

27 年度に 5 件、平成 29 年度に 2 件、令和

元年度に 1 件、令和 3 年度に 2 件について

要望がありそれぞれについて対応が行われ

ています。 

事業者としましては、吹田市に対して通

学路の現状、本事業の実施による児童数の

増加及び通学路の利用などについての情報

提供を行うこと、入居者に対して通学路の

分布及び通学時間帯についての説明を行う

ことにより、児童の通学に対する安全意識

の向上に努めてまいります。 
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表(2) 評価書案意見書の概要及びそれに対する事業者の見解 

 

評価書案についての意見書の概要 左の意見書に対する事業者の見解 

受付番号２ 

・10F 625 戸に対し子ども（児童数）133 人の

予定数はどのような計算ででたのですか。 

どう考えても 133 人という数字は少なすぎる

と思います。 

625 戸で、少なくとも家庭に子ども 1 人はい

ると考えても 500 人くらいになると思いま

す。 

以前から何度もお伝えしていますが、南小

学校は児童数がパンクしています。 

本事業の実施により発生する児童数について

は、以下に示すように、吹田市統計書を用い

て、市内の学齢人口と世帯人員 2 人以上の世帯

数から算定しております。 

また、児童数 133 人は入居年の予測値となり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いくら今吹田市が地域割をして児童数を振

分けているとしても、大型マンションが建

つことによって現状よりも増え、地域割の

意味がなくなります。 

かりに 10Fから 7Fまで下げて建てたとしても

何も変わりません。 

児童が良い環境の中で学校生活を送れるこ

とを考えると大型マンションは反対です。 
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表(3) 評価書案意見書の概要及びそれに対する事業者の見解 

 

評価書案についての意見書の概要 左の意見書に対する事業者の見解 

前頁からの続き 吹田市では、令和５年に児童数推計に基づい

た令和 11 年度の市内の小学校の学級規模（学

級数）の分類において、過大規模校（31 学級

以上）、準過大規模校（25～30 学級）、過小

規模校（6 学級以下）やそれらになる見込み、

または可能性のある小学校を示しています。吹

田南小学校は、「今後想定する大規模住宅開発

により 31 学級以上の過大規模校や、それらに

なる見込み、または可能性がある小学校」に区

分されていますので、児童の増加による学校生

活及び環境への対策については、今後、吹田市

教育委員会と協議を行ってまいります。 

・地震の際「液状化が出るかもしれません」

とのことですが、それがどのようになるの

かシミュレーションも出さず、まして液状

化が出るかもしれない所に耐震対策をした

としても、大型マンションを建てることは

もってのほかです。 

もし活断層が近くにあった場合、液状化も

重なれば、民家の方にも多大な被害が出る

のは間違いありません。 

本計画建物は、事業計画地において実施した

ボーリング調査の結果をもとに液状化のおそれ

がある地盤より下層の支持地盤に杭を打つ計画

としていることから、液状化によって建物が倒

壊することはありません。 

 

 

（大型マンションが倒れる可能性もありま

す） 

建てられる条件内といっていますが、実際

土壌が悪いことがわかっていながら建てる

のはおかしいと思います。 

大型マンションではなく戸建にして下さ

い。 

・冬の時期は草も枯れ、かめ虫もほぼいませ

んが春になると草も伸び、かめ虫の発生が

あります。草が伸び始める前に定期的に草

刈をして下さい。 

去年はかめ虫だらけで足の踏み場もなく困

りました。 

工事着工までの期間、砂埃対策のために草地

を維持したいと考えておりますが、周辺に影響

が生じないよう、必要に応じて草刈を実施させ

ていただきます。 

 


